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◇環境フォーラムⅡを振返って 
          副本部長 吉村 謙一[新宿支部 西武運送㈱]

 ２月２日環境フォーラムⅡは参加者１５０名を超える規模で無事終

了できました。壮年部の皆様、そして関係各位、また、事務方の皆様

には絶大なるご協力とご支援を賜りましたことを先ず冒頭に厚く御礼

申し上げる次第です。また、星野会長代行様はじめ本部の大勢の方々

のご参加を頂きましたこと、唯々うれしく感謝の気持ちで一杯です。

それから、今回のフォーラムⅡには、荷主様、東京都、商工会議所、

板橋区、各ディーラー様等、幅広い方面の方々からもご参加を得、重

ねて御礼申し上げます。そして、コーディネーター、パネリストの皆

様には、急なお願いを申し上げたにも拘らず、無理を承知でお引き受

け頂きましたことも御礼申し上げますと共に深くお詫び申し上げる次

第です。偖て、フォーラムⅡとして終了はしましたが、成功したか否

かはわかりません。（何と言っても小生研修委員長の立場でありなが

ら、遊び惚けていたものですから、大した準備もできないまま本番突

入となってしまい、大変申し訳なく思っております。）これから徐々に

判断されるのかなと思っています。ただ、ご出席された方々より「よ

かったよ！」とお言葉をいただいた方もいらっしゃいましたが、「時間

がもう少し欲しかった」「○○先生の話をもう少し聞きたかった」「ま

とまりが良くなかった」「ディスカッションの場面がもっとあれば良

かった」等様々なご意見を頂きました。参考にさせて頂き次回に反映

したいと存じます。 

 話はガラッと変わっちゃいますが、「サムライ・ハードラー」という

外人のハードル跳びのスポーツマンのコラム記事を見まして、その話

しを少し引用させて頂きます。そのハードル跳びの選手は障害物であ

るハードルを見てしまうため障害物に当たったり、スピードアップが

できないと悩み、たまたま興味を持っていた「武士道」「サムライ」と

いう世界で宮本武蔵の五輪の書に「見る」より「観る」であるという

こと、つまりハードルを見ないでまわりの風景を観ながら走れば楽し

く、障害物を気にせずスピードアップもできる。という話でした。宮

本武蔵は背が低く、他人と話す時は座布団等厚めにしたり、高いとこ

ろに立ったりして人より高い位置で会話をしたそうです。正座した時

も自分の目の付けどころが、２ｍ以内だと遠く周りが見えない。それ

が４～５ｍ先に観付けを置くと３６０度の幅広い気配りができるそう

です。（これを遠山の観付けと称するそうです。） 

 話を元に戻しちゃいますが、我々トラック運送業者も東ト協も今回

のフォーラムを通じ今を「見る」のではなく「先を観る」という（言

うは易いですが）ことが大切なことではないのかなと小生主催者側で

ありながら勉強させられた大きな一面の役得かなと感謝申し上げま

す。また、このようなフォーラムができる様な環境づくりを更に進め

て参りたいと思っておりますので、何分にも忌憚のないご意見を賜り

たくお願い申し上げます。また、今回のフォーラムⅡ特集号を来月発

行する予定ですので、是非お読み頂きたくお待ちをお願いいたします。

 

◇環境フォーラムⅡに参加して 
           副本部長 松本 有司 [台東支部 金方堂運輸㈱]
先輩のお誘いのまま壮年部に新規参加致しましたが、「お前は役に

立たなくとも、青年組織の良い仲間を紹介しろ」とのご命令を受け、

電話交換手役として業界発展の一助になれればと思慮致す昨今であり

ます。各位の変わらぬご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。 
 さて、これだけでは文面を埋める事も叶わぬ為、過日開催されまし

た環境フォーラムⅡに参加しての感想を述べさせて頂きます。環境問

題という重要テーマに対し、ディーゼルの優位性と正しい方向性を示

した有意義なディスカッションでありました。ただ結論として「一人

一人の意識付けが重要」とした点では個人的には歯がゆさが残りまし

た。努力の積み上げと言った根性論的な問題ではなく、温室効果ガス

の問題は実は人命に係わる問題だと認識するからであります。極点の

氷が解けて水没することを恐れているのではなく、２０２５年には北

半球の穀物の生育に支障をきたし、家畜に影響が出て、飢餓的状況か

ら戦争をも誘発しかねない食糧危機の問題と、更には赤道付近に留ま

っていた熱帯病の蔓延は直ちに人命を損ない、孫の代に到来すべき危

機が子供の代に早まっていることが問題です。論拠は国立環境研究所

のホームページ等をご参照ください。 
未来を良くするのも悪くするのも人間。だから責任ある人命を尊重

する。課題にも優先順位を設けなくてはなりません。お叱り覚悟で申

し上げますが、我業界の最重要テーマは環境と安全と謳われておりま

す。しかし最重要は一つのはず。人類が最も恐るべき温室効果ガスの

問題は、世界規模での安全の問題と理解し、国内では事故防止と言う

業務上の安全を守ることが共に必要と解釈すべきではないでしょう

か？ 
 
◇三組織合同セミナー・新春交流会の報告 
          副本部長 鈴木 貢[葛飾支部 すずか梱包運輸㈲]

若干時期はずれな東ト協三組織の新春交流会が２月１５日、ロイヤ

ルパークホテルに於いて開催された。 
例年通り運輸支局、本部副会長、役員並びに各支部長の皆様をご招

待してのイベントで研修と交流会の二本立てとなっている。 
会場に足を踏み入れると昔から見知った顔が並んでいる。久しぶり

に会う顔、日頃喧々囂々と討議している顔、以前お世話になっていた

あの顔。かつてはわいわいと仲間うちで馬鹿をやっていた連中が、こ

こでは神妙な面持ちで取り仕切っている。自分の年を感じるとともに、

偉くなってきたみんなを見てこれまでの繋がりが非常に大切なものに

思えてきた。青年部発足の時からずっーと拘わってきた為、そこには

２０何年間の歴史が総て凝縮されていたように感じた。 
 イベントは研修からスタートした。近代経営システム研究所の瓜尾

代表による「物流業の社会的責任」というタイトルの講演である。そ

の中で国の施策を説明し、今後物流業者が対応しなければならないコ

ンプライアンスおよびモラルについての解説がなされた。とくに私た

ち事業者がしてはならないことは「騙す、隠す、遅らせる」の三つで

あるという。もっともな事だが、日頃新聞紙面を賑わせている事件は

これが発覚したものが殆んどであろう。さらに講演は物流体制につい

ての話に移っていったが、まだ言葉だけが独り歩きしていてその実態

がどこにあるのか把握仕切れていないのが現状であるという気がし

た。 
 さて、交流会である。来賓の方々の挨拶を戴いた後、杯を傾けた。

立食でのパーティーであったが、あちこちで話がいや議論が交わされ

ている。こういう席では色々な話題について自分の意見や感想をさり

げなく披露できるという技が必要だと思うが、私は苦手である。幸い

旧友の助けを借りて話を切り抜けることができた。ありがたいもので

ある。いつもは終わりを気にするパーティーだが今日は早かった。 
 参加者が少なくなっていく昨今、この三組織は一部の人の為にだけ

あるのではない、ということをアピールして、もっと大勢の人とこの

財産を分かち合いたいなと思うのは私だけだろうか。 
参加された皆様ご苦労さまでした。 
 
《百文字のひろば》 
三組織合同セミナーでの瓜尾先生のお話を伺い、改めて社会的責任の

重さを感じました。全社一丸となって取り組まなければ。それにして

も、燃料費の高騰を始めとして負担が増えるばかり、どうしたものや

ら。              渥美 哲夫 [中央支部 渥美運輸㈱]
 
私達は、公共の施設をメインの仕事場としている関係で、２年前から

輸送連合会を設立し、毎日朝１０時から市場内の清掃及び外廻路２重

駐車禁止策としてパイロンの設置を行い、大田市場の環境美化、場内

交通秩序の確立に少しでも役立てばと思い、ボランティア活動を続け

ています。          山本 伸一[千代田支部 芳和輸送㈱]
 
全ト協主催の「経営改善研修会」に参加しました。全国の物流企業を

訪問されている講師先生の話は実践的であり、基本的に認識している

こともありますが、何かヒントを得た気がします。要は何をするにも

実際に実行するか、しないかがポイントとなるのではないかと思いま

す。                   小林 公紀 [多摩支部 共栄産業運送㈱]


